
清

澄

寺

大

衆

河島， 

pq 

清

澄

寺

大

衆

考

盤

田

義

遜

－

、

は

し

が

き

ニ

、

清

澄

の

大

衆

三
、
調
印
願
義
静
義
一

回
、
宗
瓢
と
割
問
鮪
義
務

車

、

海

開

房

穴

、

理

由

利

房

七

、

遺

義

房

義

倫

務
義

八
、
閥
智
叡
智
質
成

丸

、

明

心

閥

頓

西

発

－
。
、
伊
勢
公
ノ
御
房

－
－
、
助
ノ
阿
闇
梨

－

二

、

明

慧

房

＝

二

、

肥

前

公

貨
幸Y

清
澄
寺
大
衆
と
は
宗
祖
営
年
に
於
け
る
清
澄
寺
の
大
衆
の
意
で
あ
る
。
と
れ
に
先
建
て
先
づ
師
の
房
た
る
遺
品
一
昔
御
房
に
就
て
匙
ぶ
べ
き

で
あ
る
が
、
と
れ
に
就
て
は
去
月
法
華
誌
上
に
「
奮
師
道
善
御
房
」
と
題
し
て
一
交
を
草
し
た
故
に
、
本
稿
は
遺
善
房
以
外
の
清
澄
の
大

衆
に
就
て
述
べ
る
と
と
に
す
る
。
と
れ
を
研
究
す
る
に
営
つ
て
は
‘
御
還
交
が
根
本
史
料
で
あ
っ
て
‘
弐
で
遺
交
に
就
て
の
諸
先
師
の
末

註
等
を
参
考
し
て
‘
と
れ
を
紡
梯
乍
ら
取
纏
め
て
営
年
清
澄
に
於
け
る
聖
人
の
附
閣
の
環
境
を
明
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



古
来
諸
先
師
の
研
究
中
清
澄
の
大
衆
を
明
か
に
し
た
も
の
と
し
て
は
、
別
頭
統
紀
第
三
に
営
時
に
於
け
る
同
門
の
絹
素
と
し
‘
且
つ
清

法
寺
初
持
法
輪
の
折
の
劃
告
衆
と
し
て

道
義
一
屍
・
浮
一
期
一
民
…
開
一
寸
法
肝
一
清
一
義
母
げ
房
・
背
蓮
一
民
、
明
心
房
、
寛
成
長
・
浮
国
民
蹴
一
語
肝
一
羽
一
回
頓
房
、
西
曹
長
、
園
密
一
長
・
観

智
房
．
質
智
房
‘
国
管
長
雛
借
稚
児
之
類
戚
出
勢
ι
之
（
全

A
U）

と
十
三
名
を
列
ね
、
叉
鋒
外
考
文
五
に
は
「
開
宗
之
日
在
レ
座
之
人
」
と
し
て
、
前
掲
の
外
に
地
頑
景
信
を
出
し
、
更
に
岡
智
、
道
芸
同
国
加
の

略
俸
を
掲
げ
て
居
る
が
、
要
す
る
に
是
等
の
中
国
密
を
聖
筏
の
設
と
す
れ
ば
、
青
蓮
を
除
い
て
は
遺
文
の
中
に
散
見
す
る
、
清
澄
を
中
心

と
す
る
人
々
を
列
悲
し
て
、
且
ら
く
清
澄
の
大
衆
と
し
、
叉
聖
人
初
締
法
輸
の
封
告
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
遺
文
中
に
散
見
す
る
営
時
の
清
澄
の
大
衆
を
列
車
中
す
る
も
仏
ら
ば
、
清
澄
寺
大
衆
中
に
七
名
、
御
振
舞
紗
に
五
名
、
善
無
長
紗
陀
三
名

報
恩
紗
、
凹
信
五
日
間
妙
に
各
二
名
、
新
尼
齢
、
光
日
房
御
堂
同
、
聖
密
房
御
書
、
別
営
御
一
局
御
返
事
に
各
一
名
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
此
等

中
に
も
勿
論
東
出
も
あ
る
の
で
、
別
人
と
し
て
は
且
ら
く
十
五
名
を
算
す
る
と
と
が
出
来
る
・
即
ち
左
の
如
く
で
あ
る
。

義名

房房義尚／名

六六六紗善｜
五五五細

一一 o 長

＝ ＝ 大清
七七 衆澄
0 0 中寺

！別 鈴御
振

一費
一一一一一 一

御光
書日
民

？事
．恩
長少

品問
紗信
五

御聖
書－密
民

一一一一
新
l芭
紗

｜房別

｜ば事亙d御良

消

T設

寺

大

衆

考

五
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明聖

国

毘

一
三
七
四

l'Y 一
四
）

四

一五

O
O

一
間
二
問

一
九
三

O
鏡
、
九
九

矢口
r.事

房

4

－、・L
L

－J
F
i
J
4
ノ

右
の
十
五
名
が
現
に
遺
文
に
散
見
す
る
所
で
あ
る
が
、
浮
願
、
義
浮
の
如
き
は
賜
書
も
あ
り
‘
且
つ
聖
人
と
最
も
閥
係
の
あ
っ
た
人
k

智

房

で
あ
る
。
執
れ
に
し
て
も
遺
文
中
に
於
け
る
表
示
の
多
少
は
．
順
に
ま
れ
逆
に
ま
れ
聖
人
と
の
闘
係
の
親
疎
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

閤

梨

向
ほ
此
の
外
現
存
古
文
書
中
に
・
且
ら
く
三
名
を
見
出
す
と
と
が
出
来
る
。
即
ち
共
一
は
身
延
文
庫
所
臓
の
嘉
暦
三
年
正
月
の
「
日
進

城

房

聖
人
仰
之
趣
」
（
棲
紳
一
二
披
所
載
）
に
、
開
宗
営
日
の
献
を
越
ぷ
る
中
に
道
善
房
は
勿
論
．
外
に
道
義
房
、
義
一
房
．
慈
義
房
の
三
名
が

頓

房

発

房

』回
同

房

慧

房

,c_, 

房

密

房



見
ら
れ
．

M
A
金
津
文
庫
所
臓
の
建
長
年
聞
の
寂
澄
手
樺
本
の
奥
書
に
依
れ
ば
、
肥
前
公
法
鍵
久
は
日
手
が
営
時
清
澄
の
大
衆
で
あ
っ
た
と

と
が
明
か
で
あ
る
。
故
に
遺
文
散
見
の
十
五
名
に
今
の
古
文
脊
の
義
一
耳
、
慈
・
議
長
．
肥
前
公
の
三
名
b
L
加
へ
て
、
且
ら
く
十
八
名
を
算

す
る
と
と
が
出
来
る
。
以
下
是
等
諸
人
に
就
て
述
べ
る
と
と
に
す
る
。

活
用
額
房
、
義
海
房
、
義
一
一
房
、
慈
義
房

清
澄
寺
大
衆
中
に
於
て
宗
岨
と
最
も
親
し
か
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
滞
顕
、
義
母
の
二
人
で
あ
ら
う
、
大
衆
中
に
於
て
現
に
賜
警
の
存
す

る
の
は
豊
密
房
以
外
に
は
此
の
二
入
者
の
み
で
あ
る
。
又
此
の
二
入
者
は
他
の
大
衆
と
は
異
っ
て
、
そ
の
賜
書
の
多
い
点
か
ら
も
、
法
門

住

前
，ーー，《ー・ー、
同文

氷

七

善
無
長
三
蔵
紗
竹
一

の
内
務
か
ら
も
早
く
聖
化
に
蹄
し
・
随
う
て
親
し
い
闘
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
そ
の
賜
寄
b
L
出
さ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

浄
顕
．
義
浮

八

佐
渡
御
勘
気
紗
4
0

4主

義
博
房
御
室
長
大

渡

同

。
建

治

清
澄
寺
犬
家
中
主

佐

華
果
成
就
航
芝
町

報

恩

h
u
F
4
四

am実
＝

同

後

同

選

紙一
4

同弘
安
一
冗

同

本
骨
尋
問
答
紗
む

清

寺

大

量民

歩， 

活ま

同

I司

義
崎
市

滞
顕

持
顕
．
義
浮

同

同

同

同

浄
顕

七
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此
の
外
二
人
者
の
名
の
出
づ
る
も
の
は
前
表
の
如
く
で
あ
る
。

此
二
人
は
遺
文
中
に
於
て
は
宗
岨
と
の
闘
係
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
二
人
共
に
健
砂
（
七
、
六
阿
）
の
い
ふ
如
く
、
宗
組
と
北
ハ
に
活

善
房
の
弟
子
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
且
つ
二
人
は
共
に
柏
先
輩
で
あ
り
・
古
来
よ
り
の
霊
停
は
等
し
く
宗
祖
開
宗
の
日
の
初
持
法
輸
の

折
．
地
一
明
景
信
の
難
に
宗
組
を
庇
誰
し
て
華
房
に
菟
れ
し
め
た
と
侍
へ
る
。
此
の
と
と
は
本
骨
尋
問
答
妙
に

貴
謹
（
浮
顕
〉
は
地
闘
の
い
か
り
し
時
、
義
城
房
と
と
も
に
清
母
を
出
で
L
、
沿
は
せ
し
人
な
れ
ば
‘
何
と
な
く
と
れ
を
法
華
経
の
御

奉
公
と
、
な
ぼ
し
め
し
て
生
死
を
離
れ
さ
せ
給
ふ
べ
し
。
ロ

と
あ
り
、
叉
報
思
妙
に

日
蓮
が
景
信
に
あ
だ
ま
れ
て
‘
清
澄
山
を
出
で
し
に
、
誼
ひ
て
し
の
び
出
で
ら
れ
し
は
‘
天
下
第
一
の
法
華
経
の
奉
公
・
な
り
、
後
生
は

疑
hu
ぼ
す
べ
か
ら
や
’

0
2

等
と
あ
る
に
依
て
古
来
よ
り
し
か
解
し
た
の
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
身
延
文
庫
所
臓
古
馬
本
．
聖
減
間
十
四
年
後
の
嘉
暦
三
年
戊
辰
正
月
一
日
の
「
日
進
聖
人
仰
之
趣
」
に
依
れ
ば
、
身
延
第
三

世
日
進
聖
人
仰
と
し
て
．
開
宗
の
日
の
有
棋
が
古
老
借
よ
り
の
聴
聞
と
し
て

一
、
日
本
圏
中
の
諸
宗
念
伸
、
真
一
吉
田
、
開
宗
等
皆
無
間
亡
国
天
魔
と
一
Z
K
、
共
の
時
導
善
の
御
百
却
を
奉
レ
初
数
十
人
の
人
k

赤
面
し
て
を

は
し
ま
す
。
良
あ
て
導
普
御
反
聖
人
を
つ
く
／
＼
と
御
覧
あ
て
被
レ
仰
け
る
は
‘

道
義
御
房
の
念
伸
し
無
聞
の
業
賊
・
：
・
・
・
共
時
導
士
官
御
，

房
は
戸
を
た
て
L
内
へ
入
り
玉
ふ
也
、
共
後
安
房
上
組
の
念
帥
者
と
云
百
余
人
同
心
し
て
‘
繭
陀
伸
の
敵
よ
と
て
、
夜
打
に
寄
て

J

打
殺

し
ま
い
ら
せ
ん
と
儀
す
る
底
に
、
つ
ね
に
聖
人
に
付
そ
い
ま
い
ら
せ
し
、
義
一
房
、
慈
義
房
二
人
の
御
同
宿
此
の
よ
し
を
聖
人
に
語
り

巾
也
、
共
の
故
に
夜
打
を
の
が
れ
玉
ふ
也
、
共
の
後
束
僚
左
衛
門
に
所
を
沿
は
れ
．
K
ふ
也
。



左
記
し
て
居
る
が
、
此
の
詑
事
が
果
し
て
事
賓
と
す
れ
ば
、
開
宗
の
説
法
に
封
す
る
念
働
者
等
の
聖
人
夜
打
の
と
と
は
数
日
後
に
属
し
、

叉
景
信
よ
り
の
揖
出
は
更
に
其
の
後
と
な
る
の
で
あ
る
。

此
の
記
事
に
依
れ
ば
埠
放
の
事
賓
は
古
停
と
一
致
す
る
が
、
唯
時
間
の
上
に
相
違
が
あ
り
、
叉
不
時
の
難
を
菟
れ
し
め
た
の
は
浮
顕
義

浮
で
な
く
、
義
一
慈
義
の
二
人
と
な
る
の
で
あ
る
。
今
且
ら
く
開
宗
の
日
の
折
伏
に
封
す
る
、
念
働
者
の
難
は
義
一
、
慈
義
の
内
報
に
依

で
菟
れ
た
と
し
て
も
、
後
の
地
周
景
信
の
遁
放
の
時
に
、
浮
欄
義
洋
が
宗
祖
を
慕
っ
て
清
散
を
出
て
た
と
と
は
‘
本
隼
同
窓
口
紗
並
に
報
思

砂
の
文
意
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
故
に
日
進
撃
一
人
の
仰
を
真
左
り
と
す
れ
ば
、
初
轄
法
輪
の
折
伏
に
封
し
て
は
、
念
悌
者
の
難
と
地
問
景

信
の
難
と
二
回
の
難
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
今
且
ら
く
斯
く
見
る
と
す
れ
ば
．
最
初
念
伸
者
の
難
の
時
は
義
一
、
慈
義
二
人

者
の
内
報
に
依
て
難
を
菟
れ
、
次
の
景
信
の
難
の
時
宗
組
迫
放
の
折
は
持
崩
閥
、
義
浮
の
二
人
も
共
に
、
且
ら
く
清
澄
を
立
ち
の
い
た
と
解

ず
べ
き
で
あ
ら
ろ
。

四

更
に
宗
祖
と
浄
顕
、
義
浮
雨
人
と
の
関
係
に
就
て
は
報
思
齢
に
は

但
し
各
々
二
人
は
日
蓮
が
幼
少
の
師
匠
に
て
必
は
し
ま
す
、
勤
操
伶
正
、
行
表
僧
正
の
偉
救
大
師
の
御
師
た
り
し
が
、
か
へ
り
て
御
弟

子
と
な
ら
せ
給
ひ
し
が
ご
と
し

0
2

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
二
人
は
讃
普
御
房
の
弟
子
で
あ
り
、
且
つ
宗
祖
よ
り
先
輩
で
出
家
以
来
何
か
と
指
導
せ
ら
れ
た
と
と
が
明
か
で
あ
る

然
る
に
侍
敬
と
勤
操
‘
行
表
と
の
如
〈
後
に
は
却
で
宗
祖
に
師
し
、
同
じ
く
法
華
の
行
者
の
一
分
と
な
っ
た
様
で
あ
る
。
故
に
佐
渡
御
流

罪
中
に
も
常
に
文
書
を
往
復
し
て
、
安
否
を
気
謹
は
れ
た
と
と
は
．
佐
渡
御
勘
気
齢
、
己
心
悌
界
紗
等
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。

務

澄

三与

大

象

考

丸A
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さ
れ
ば
公
岨
は
常
に
二
入
者
を
過
し
て
、
向
己
の
主
張
を
清
待
の
大
衆
に
呼
び
か
け
、

R
つ
師
の
房
を
始
め
大
衆
の
扶
邪
師
E
を
勤
め

て
止
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
c
叉
清
佐
寺
大
衆
中
に

去
年
不
L

・
米
如
何
、
定
め
て
子
細
有
ら
ん
敗
。
む

と
あ
る
は
二
人
が
時
々
身
延
の
聖
一
居
を
訪
問
さ
れ
て
殺
を
受
け
た
と
と
が
窺
は
れ
る
。
就
中
浮
瀬
田
加
が
由
主
化
に
師
し
た
と
と
は
、
報
思
紗

詮
献
に

無
＝
親
疎
一
法
門
を
申
す
は
心
に
入
れ
ぬ
人
に
は
い
は
ぬ
事
に
て
候
ぞ
、
御
心
得
候
へ
、
御
本
骨
弔
問
し
て
逸
ら
せ
候
。
一
寸

・
と
あ
る
に
依
て
詩
す
る
と
と
が
問
来
る
。
何
と
な
れ
ば
最
初
の
法
門
に
針
す
る
識
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
が
、
本
隼
を
授
興
せ
ら
れ
た
と

と
に
依
て
い
よ
／
＼
明
か
で
あ
る
。
と
れ
に
就
て
は
文
永
十
二
年
の
新
尼
御
認
事
に
依
れ
ば

但
大
厄
御
前
御
本
隼
の
御
事
、
た
ほ
せ
っ
か
は
さ
れ
て
沿
も
ひ
わ
づ
ら
ひ
候
、
乃
至
領
家
は
い
つ
わ
り
た
ろ
か
に
し
て
、
或
時
は
信
じ
‘

或
時
は
や
ぶ
る
不
定
な
り
し
が
、
日
蓮
御
勘
気
を
蒙
り
し
時
、
す
で
に
法
華
粧
を
す
て
給
ひ
き
、
日
蓮
重
恩
の
人
な
れ
ば
、
扶
け
た
て

ま
つ
ら
ん
た
め
に
、
此
の
御
木
隼
を
わ
た
し
奉
る
・
な
ら
ば
、
十
羅
剃
定
め
て
偏
頗
の
法
師
と
を
ぽ
し
め
さ
れ
な
ん
。
尼
御
前
我
身
の
と

が
を
ば
し
ら
せ
給
は
や
し
て
、
ろ
ら
ま
せ
給
ふ
ら
ん

oz

と
示
さ
れ
し
如
く
、
需
品
思
の
大
尼
御
前
に
さ
へ
退
輔
の
事
あ
り
し
震
に
、
御
本
隼
の
授
胤
（
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
点
か
ら
見
て
二

入
者
は
不
退
時
の
師
依
者
な
る
と
と
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。

叉
浮
顕
」
加
は
時
間
治
二
年
荊
議
口
房
遷
化
の
後
に
は
．
そ
の
後
を
襲
っ
て
清
澄
寺
の
主
座
と
た
っ
た
と
と
は
、
報
思
砂
詮
献
に
『
御
ま
へ
と

義
城
房
と
二
人
此
御
房
を
よ
み
て
と
し
て
』
と
述
べ
た
宛
名
に
清
澄
御
房
と
あ
る
は
そ
れ
が
た
め
で
あ
ら
う
。
叉
義
持
房
に
は
文
永
十
年

己
心
悌
国
外
紗
を
賜
ひ
、
害
景
品
の
『
一
心
欲
見
姉
、
不
自
惜
身
命
』
の
文
を
引
い
て



日
蓮
が
己
心
の
伸
界
を
此
交
に
て
顕
す
た
り
、
共
故
は
書
量
nm
の
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
を
成
就
せ
る
と
と
、
此
文
に
依
て
顕
す

也
o
m
L
h

と
遺
文
中
最
初
に
三
大
秘
法
の
名
目
を
示
し
、
不
惜
身
命
の
信
心
を
勤
め
ら
れ
て
居
る
。
若
し
也
安
元
年
の
華
果
成
就
紗
は
、
宗
祖
が
一

期
弘
通
の
功
徳
を
師
の
房
に
回
向
せ
ら
れ
た
、
報
恩
紗
二
容
の
意
を
要
約
し
て
述
べ
た
も
の
で

栢
は
来
巣
成
就
す
れ
ど
も
必
十
米
の
精
大
地
に
を
さ
ま
る
、
故
に
ひ
っ
ぢ
生
ひ
い
で
L
二
度
華
果
成
就
す
る
な
り
、
日
蓮
が
法
華
経
ま

弘
む
る
功
徳
は
、
必
十
道
善
房
の
身
広
師
す
べ
し
。
よ
き
弟
子
を
も
っ
と
き
ん
ば
師
弟
俳
果
に
い
た
り
‘
あ
し
き
弟
子
を
た
く
は
ひ
ぬ

れ
ば
、
師
弟
地
獄
に
た
つ
と
い
へ
り
。
一
日
間

と
結
び
‘
師
の
一
加
の
回
向
に
擬
し
て
二
入
者
の
信
心
を
勤
奨
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
若
し
本
崎
尋
問
答
紗
に
五
つ
て
は
、
曾
て
授
興
せ
ら
れ

た
本
隼
の
疑
問
に
劃
す
る
説
明
書
で
、
と
れ
不
容
の
観
智
儀
軌
に
出
づ
る
民
言
の
法
華
畏
茶
羅
と
我
が
大
量
茶
羅
と
の
相
遣
を
指
示
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
に
就
て
は
今
の
所
論
で
は
な
い
。
此
の
外
二
入
者
へ
の
普
無
長
砂
並
に
佐
渡
御
勘
気
紗
等
は
、
道
一
五
日
御
房
揺
化

の
法
円
で
あ
る
が
、

一
切
は
報
思
齢
二
巻
に
依
て
解
決
せ
ら
れ
て
居
る
、
査
し
報
恩
の
観
念
は
宗
祖
の
遁
傍
観
の
根
本
で
あ
る
。

若
し
僻
組
統
紀
三
に
は
浮
顕
の
韓
日
中
（
仲
）
と
賜
ひ
〈
金
堂
百
、
K
O
〉
叉
考
文
五
に
依
れ
ば
浮
顕
は
日
市
帯
、
義
洋
は
日
住
（
会
主
主
同
）
と

賜
う
た
と
い
ひ
、
又
一
設
に
は
浮
顕
は
聖
人
の
肉
兄
と
い
ふ
が
考
異
師
の
い
へ
る
如
く
信
じ
難
い
（
金
書
一
三
）
の
で
あ
る
。
執
れ
に
も
せ

土
二
入
者
は
宗
組
と
共
に
誼
普
門
下
に
あ
っ
て
柏
先
輩
で
あ
り
‘
且
つ
法
兄
弟
の
闘
係
に
あ
っ
て
宗
組
の
設
に
耳
を
傾
け
、
相
等
信
仰
が

あ
っ
た
人
々
で
あ
る
。
若
し
最
初
清
澄
法
難
に
於
け
る
庇
護
に
就
て
は
．
道
一
、
慈
義
雨
房
の
問
題
を
m川
め
て
置
く
外
は
な
い
。

五
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澄
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清

澄

寺

大

衆

考

薄
圏
房

持
崩
m
．
義
洋
以
外
の
清
澄
の
大
衆
の
中
で
、
賜
虫
同
の
存
す
る
は
浮
園
、
恵
一
一
絡
の
二
人
で
あ
る
。
浄
同
房
に
就
て
は
清
澄
寺
大
衆
中
に

虚
空
蹴
菩
薩
の
御
恩
を
ほ
う
ぜ
ん
が
た
め
に
、
建
長
五
年
四
月
廿
八
日
安
房
の
岡
、
東
僚
の
郷
清
澄
寺
遺
品
一
昔
之
房
持
悌
堂
の
南
面
に
し

て
、
持
闘
房
と
申
す
者
並
に
少
々
の
大
衆
に
、
と
れ
を
巾
し
は
じ
め
て
共
後
二
十
余
年
が
間
退
陣
左
く
申
す
。
主
一

と
い
ふ
に
見
れ
ば
、
浮
国
房
は
正
し
く
初
締
法
輪
の
封
告
衆
で
あ
っ
た
に
相
還
な
い
。
且
つ
開
宗
十
年
後
の
文
永
元
年
九
月
の
営
世
念
悌

者
無
間
地
事
の
初
に

安
房
園
長
狭
郡
東
保
花
房
郷
、
於
＝
蓮
華
寺
一
封
＝
千
浄
国
房
一
日
蓮
阿
閤
梨
註
レ
之
。
問
。

と
あ
る
（
今
の
交
の
東
僚
は
西
僚
の
誌
、
考
具
、
金
＝
一
一
－
一
）
が
、
営
時
浄
同
房
は
商
依
花
房
蓮
華
寺
に
住
し
て
‘
開
宗
以
来
宗
祖
の
諸
宗
批
判

に
釘
し
疑
問
を
懐
い
て
居
っ
た
故
に
、
念
伸
無
間
の
所
以
を
詳
説
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
叉
浮
固
房
に
封
し
て
宗
祖
が
自
ら
阿
闇
梨
と

稿
す
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
浮
園
長
は
後
輩
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
叉
営
時
蓮
華
寺
は
清
母
の
配
下
で
、
開
宗
後
の
難
並
に
同
年
十
一

月
十
一
日
小
松
原
の
難
を
遁
れ
た
の
も
此
底
と
侍
へ
る
。
若
し
善
無
長
紗
に
依
れ
ば
そ
の
三
日
後
、
即
ち
十
一
月
十
四
日
調
善
御
房
と
此

に
於
て
見
参
し
・
道
善
御
房
に
心
か
ら
捨
邪
蹄
正
を
勧
め
た
の
は
此
底
で
あ
る
。
即
ち
向
紗
に

か

め

此
諸
経
諸
論
諸
宗
の
失
を
排
へ
る
と
と
は
虚
宰
臓
菩
薩
の
御
利
生
、
道
普
御
房
の
御
恩
な
る
べ
し
。
亀
魚
す
ら
恩
を
報
や
る
事
あ
り
、

何
に
況
や
人
倫
を
や
。
此
恩
を
報
ぜ
ん
が
た
め
に
清
澄
山
に
於
て
悌
法
を
弘
め
説
善
御
房
を
導
き
奉
ん
と
欲
す
。
而
る
に
此
人
思
療
に

h
w

は
す
る
上
、
念
伸
者
也
‘
三
悪
道
を
量
る
べ
し
と
も
見
え
や
、
而
も
叉
日
蓮
が
救
訓
を
用
ふ
べ
き
人
に
あ
ら
や
。
然
れ

E
も
文
永
元

年
十
一
月
十
問
日
間
依
華
房
の
僧
坊
に
し
て
見
参
せ
し
時
、
彼
人
の
一
疋
く
我
智
慧
な
け
れ
ば
請
用
の
望
も
な
し
、
年
老
い
て
い
ら
へ
・
な

け
れ
ば
、
念
怖
の
名
僧
を
も
不
レ
立
、
世
間
に
弘
ま
る
事
な
れ
ば
‘
唯
南
無
阿
調
陀
仰
に
巾
計
也
。
柏
岡



と
は
そ
の
折
の
宗
組
の
述
懐
で
あ
る
。
後
年
報
恩
砂
執
筆
の
動
機
は
今
の
文
中
に
躍
如
と
し
て
拝
す
る
と
と
が
出
来
る
。

以
上
の
事
情
を
綜
合
し
て
浮
同
房
は
矢
張
遺
品
一
官
房
の
弟
子
で
、
恐
ら
く
は
文
永
頃
か
ら
西
僚
華
－
房
蓮
華
寺
の
寺
主
と
た
G
た
の
で
は
な

か
ら
う
か
、
宗
砲
に
封
し
て
は
法
兄
の
様
に
も
思
は
れ
る
。
然
る
に
倖
燈
大
師
録
に
依
れ
ば
浮
園
は
俗
名
を
太
郎
重
政
と
い
ひ
．
貫
名
重

山
中
の
長
男
で
浮
顕
並
に
宗
祖
の
令
兄
に
営
り
、
法
詳
b
L
日
在
と
稲
し
、
小
湊
の
妙
蓮
寺
の
歴
代
と
侍
へ
る
が
、
若
し
西
蓮
寺
株
起
な
る
も

の
を
信
じ
得
る
と
す
れ
ば
、
強
ち
に
推
論
と
も
い
は
れ
な
い
。
叉
僻
組
統
紀
三
は
高
山
胞
に
障
し
て
詳
を
日
在
と
賜
ふ
（
全
書
き
〉
と
前
説

に
依
っ
て
居
る
が
、
此
等
の
設
は
ど
の
程
度
に
信
じ
て
よ
い
か
相
等
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
若
し
姉
崎
博
士
は
洋
国
を
法
敵
ハ
法
華
経

の
行
者
日
蓮
主
U

と
見
て
居
る
が
、
洋
国
は
｛
一
一
小
凪
と
共
に
誼
益
口
御
房
の
弟
子
で
．
浮
婦
、
義
浮
に
封
ず
れ
ば
目
下
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

..a.. ，、

塞
密
房

弐
に
霊
山
省
房
で
あ
る
が
‘
建
治
三
年
聖
続
長
へ
建
は
さ
れ
た
る
賜
書
に
依
れ
ば
、
専
ら
真
言
の
邪
義
を
批
判
し
、
最
後
に

と
れ
は
大
事
の
法
門
な
り
、
虚
昼
蹴
菩
薩
に
参
じ
て
、
常
に
読
み
奉
ら
せ
給
ふ
べ
し
。
主

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
聖
総
房
も
矢
張
営
時
清
澄
の
皐
併
で
あ
っ
た
と
と
は
疑
は
れ
も
仏
い
。
然
る
に
健
紗
に
は

此
聖
宿
坊
と
一
広
は
真
一
言
宗
に
て
、
市
も
大
型
へ
ち
た
み
巾
た
る
様
な
る
人
欺
云
k

ハ
二
五
、

2
）

と
い
う
て
居
る
が
、
此
の
『
因
み
申
し
た
る
』
の
意
味
は
、
｛
一
万
組
に
た
ょ
っ
た
と
い
ふ
意
味
か
何
か
不
明
で
あ
る
。
叉
異
号
口
｛
一
訴
と
い
ふ
こ

と
は
法
門
の
内
容
ら
か
・
米
た
も
の
で
あ
る
が
‘
既
に
昔
時
清
澄
が
台
統
で
・
め
り
、
且
ヲ
と
れ
を
是
正
す
る
の
が
宗
副
の
役
目
で
あ
り
、
本
・

情

iI1~ 

寺

大

衆

考



告奇

澄

寺

大

来

考

四

書
執
筆
の
動
機
と
見
れ
ば
‘
密
徒
と
は
台
密
の
意
で
東
密
と
は
解
さ
れ
ぬ
。
さ
れ
ば
巧
異
下
に
は
健
紗
の
設
に
依
り
、
「
斡
徒
而
陰
慕
＝
翠

化
4

者
欺
」
（
金
番
号
V

と
い
へ
る
如
く
、
営
時
清
澄
は
慈
費
大
帥
を
開
山
A
す
る
台
密
で
る
り
‘
且
つ
後
世
に
至
つ
て
は
浮
顕
‘
義
浮
等

の
計
ら
い
で
、
毎
年
身
延
宗
祖
舎
下
へ
‘
幾
人
か
の
期
間
接
生
を
訳
し
た
と
と
は
、
清
澄
寺
犬
家
中
等
の
文
意
か
ら
し
て
明
か
で
あ
り
。
今

の
量
同
に
も
宛
名
に
「
聖
密
房
遺
レ
之
」
と
あ
る
よ
り
見
て
、
聖
密
房
も
或
は
留
皐
生
の
一
人
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

更
に
身
延
蜂
外
に
見
ゆ
る
別
常
御
房
御
返
事
に
依
れ
ば

聖
密
房
の
ふ
み
に
く
は
し
く
か
き
て
候
・
な
り
、
あ
ひ
て
き
か
せ
給
び
候
へ
‘
訟
に
事
も
二
問
清
澄
（
一
回
御
経
は
誤
讃
）
の
事
を
ば
、

聖
密
房
に
申
し
b
わ
せ
さ
せ
給
ふ
べ
く
候
か
‘
世
間
の
理
主
し
り
た
る
物
に
候
へ
ば
か
う
申
す
に
候
、
と
れ
へ
の
別
〈
所
は
誤
）
顕
在

ん
ど
の
事
は
、
ゆ
め
ゆ
め
を
も
は
守
候
。
い
く
ら
程
の
事
に
候
べ
き
、
但
・
な
ハ
名
〉
ば
か
り
に
て
と
そ
候
は
め
‘
乃
至
大
名
を
計
る
も

の
は
小
祉
に
は
ぢ
・
？
と
申
し
て
‘
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
を
ば
日
本
園
に
ひ
ろ
め
、
震
且
高
麗
ま
で
も
及
ぶ
ぺ
き
よ
し
の
大
願
た
は

ら
み
て
、
共
闘
を
浦
す
べ
き
し
る
し
に
や
、
大
蒙
古
園
の
牒
献
し
き
り
に
あ
り
て
‘
此
園
の
人
ご
と
の
大
な
る
歎
き
と
み
へ
候
。
日
蓮

叉
先
よ
り
と
の
事
を
か
ん
が
へ
た
り
‘
閤
浮
提
第
一
の
高
名
な
り
。
先
よ
り
に
く
み
ね
る
ゆ
へ
に
ま
L
と
（
糟
子
〉
の
か
う
み
や
う
（
功

名
）
の
や
う
に
‘
専
心
と
（
に
？
）
は
用
ひ
候
は
ね
E
も
、
絡
に
身
の
な
げ
き
極
候
時
は
‘
謹
執
の
も
の

E
も
も
、

一
定
と
（
た
T
）

か
へ
ぬ
と
み
へ
て
候
。
と
れ
程
の
大
事
（
蒙
古
襲
来
）
を
は
ら
み
て
候
も
の
L
、
少
事
を
あ
た
が
ち
に
申
候
べ
き
か
、
但
し
本
寺
（
嘗

時
7
V
日
蓮
心
ざ
す
事
は
生
底
た
り
・
日
本
圃
よ
り
も
大
切
に
を
も
ひ
候
．
例
せ
ば
漢
玉
の
柿
郡
を
を
も
く
を
ぽ
し
め
し
L
が
ご
と
し

か
れ
の
生
慮
・
な
る
ゆ
へ
ゑ
り
。
聖
智
（
？
〉
が
跡
の
主
と
た
る
を
も
ん
で
し
ろ
し
め
せ
、
日
本
闘
の
山
寺
の
主
と
も
た
る
ぺ
し
。
日
蓮
は

閣
浮
提
第
一
の
法
華
艇
の
行
者
な
り
。
天
の
あ
た
へ
給
ふ
べ
き
と
と
わ
り
た
る
べ
し
。
乃
至
と
れ
よ
り
後
は
心
ぐ
る
し
く
を
ぽ
し
め
す

べ
か
ら
す
候

一耳々



乃
時

別
賞
御
一
民
御
返
事
。
ハ
績
，
J

と
あ
っ
て
年
践
は
不
明
で
あ
る
が
‘
文
の
内
容
よ
り
見
て
文
永
建
治
の
交
の
も
の
ら
し
い
。
と
の
こ
問
寺
と
い
ふ
の
は
こ
問
川
が
清
澄
に

流
を
琵
し
‘
曲
折
市
流
し
て
天
津
に
五
り
、
袋
倉
川
と
合
し
て
外
洋
に
注
ぐ
よ
り
見
る
に
、
或
は
今
の
天
津
若
し
く
は
そ
の
近
漫
に
あ
っ

た
の
で
あ
ら
う
ロ
且
つ
此
の
清
澄
二
問
に
就
て
は
、
建
治
二
年
の
清
澄
寺
大
衆
中
に

東
依
左
衛
門
景
信
が
悪
人
と
し
て
、
清
澄
の
か
ひ
し
L
等
を
か
り
と
り
、
長
K

の
法
師
等
を
念
僻
者
の
所
従
に
し
・
な
ん
と
せ
し
に
、
日

蓮
敵
を
た
し
て
領
家
の
か
た
う

E
と
な
り
‘
清
法
二
聞
の
ご
簡
の
寺
‘
東
僚
の
方
に
O
く
な
ら
ば
、
日
蓮
法
華
粧
を
す
で
ん
と
せ
う
じ

ゃ
う
ハ
請
誠
〉
の
起
請
を
か
い
て
、
日
蓮
が
御
本
隼
を
手
に
ゆ
い
つ
け
て
い
の
り
て
、

一
年
が
内
に
雨
寺
は
東
僚
が
手
を
は
な
れ
候
し

た
り
。
虚
空
蔵
菩
薩
も
い
か
で
か
す
て
さ
せ
給
ふ
べ
き
。
大
衆
も
日
蓮
を
心
へ
や
に
を
も
は
れ
ん
人
々
は
、
天
に
す
て
ら
れ
た
て
ま
つ

ら
ざ
る
ぺ
し
ゃ
。
主

等
と
あ
る
に
依
れ
ば
、
建
治
二
年
以
前
に
清
澄
二
聞
の
隔
寺
に
闘
し
て
東
僚
と
領
家
と
の
勢
力
争
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
然
る
に
此
寺
が

虚
昼
臓
窓
口
薩
の
利
生
で
領
家
に
期
し
た
の
で
あ
る
。

此
に
問
題
と
・
な
る
の
は
雨
寺
の
別
営
で
あ
る
が
、
南
寺
が
同
一
別
営
に
管
掌
せ
ら
れ
た
か
、
各
一
人
宛
の
別
営
が
あ
っ
た
が
不
明
で
あ

る
が
．
報
恩
帥
選
般
に
依
れ
ば
浮
顕
は
建
治
二
年
七
月
清
澄
寺
を
管
理
し
た
様
で
あ
る
か
ら
、
今
の
別
営
御
房
御
返
事
は
或
は
浮
顕
一
必
へ

宛
て
た
も
の
で
、
二
間
寺
の
別
営
に
宗
胞
を
浮
頴
房
が
推
薦
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
、
と
れ
に
封
す
る
返
信
が
別
営
御
房
御
訴
事
で
あ
る
。

即
ち
生
闘
の
寺
の
別
営
と
い
へ
ば
、
漢
王
が
浦
郡
を
非
常
に
等
霊
す
る
採
に
．
進
ん
で
受
く
べ
き
で
あ
る
が
、
今
自
分
は
法
華
経
の
題
目
を

日
本
因
を
始
め
、
支
那
高
麗
迄
も
弘
通
す
べ
き
大
願
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
天
の
御
計
ら
い
で
此
の
使
命
が
あ
る
か
ら
‘
折
角
の
御
好
意

で
は
あ
る
が
『
と
れ
へ
の
別
営
た
ん

E
の
事
ゆ
め
／
＼
思
は
や
候
』
と
辞
退
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

梼

澄

寺

大

衆

考

二
五
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又
文
の
最
初
に
『
聖
密
房
の
ふ
み
に
く
は
し
く
か
き
て
候
、
よ
り
あ
い
て
き
か
せ
給
へ
』
と
あ
る
の
を
、
若
し
取
市
街
房
御
堂
円
と
す
れ
ば

今
の
別
営
御
百
万
御
返
事
は
‘
建
治
三
年
の
聖
密
房
御
書
の
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
さ
う
だ
と
す
れ
ば
、
此
の
問
題
は
道
善
房
死

後
何
人
か
に
依
て
（
浮
顕
等
？
）
二
間
寺
の
別
賞
に
宗
組
が
説
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
聖
密
房
は
清
澄
よ

り
営
時
身
延
へ
の
留
副
学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
若
し
別
踊
統
紀
二
四
（
金
書
下
玄
三
〉
、
門
葉
縁
起
等
に
は
聖
一
緒
房
を
以
て
、
駿
河

の
珂
山
高
橋
入
遣
な
り
と
い
ふ
が
営
ら
な
い
様
で
る
る
。
因
忙
録
内
第
百
十
七
番
目
の
聖
密
房
御
書
は
、
第
百
阿
十
七
の
断
片
の
重
出
な

る
と
と
は
、
忠
実
記
（
三
、
さ
〉
の
如
く
で
あ
る
。

七

遁
義
房
義
尚

以
下
は
全
く
賜
警
の
な
い
清
澄
の
大
衆
で
あ
っ
て
‘
遺
交
に
依
る
外
全
く
手
掛
は
在
い
の
で
あ
る
。
即
ち
極
々
御
振
舞
紗
に
依
れ
ば

D

0

9

0

 

位
人
は
さ
で
置
き
ぬ
。
｛
女
房
の
東
西
の
人
々
は
此
事
を
信
十
ペ
き
事
な
り
。
眼
前
の
現
詮
あ
り
。
い
の
も
り
の
固
哩
加
、
清
澄
の
商
売

3

0

っ。

房
、
道
義
房
‘
か
た
う
み
の
質
智
房
等
は
、
た
う
と
か
り
し
借
ぞ
か
し
。
此
唯
一
す
の
臨
絡
は
い
か
ん
が
あ
り
け
ん
等
ぬ
ぺ
し
。
乃
至
日
蓮

こ
そ
念
仰
者
よ
り
も
‘
道
義
房
と
固
智
房
と
は
無
間
地
獄
の
民
に
希
つ
べ
し
と
申
し
た
り
し
が
、
此
人
K

の
御
陥
格
は
よ
く
候
け
る
か

い
か
に
、
日
蓮
な
く
ば
此
人
々
を
ば
、
備
に
な
り
ぬ
ら
ん
と
と
そ
沿
ぽ
す
ぺ
け
れ
。
一
哨

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
此
等
五
人
は
粗
ぼ
同
一
一
地
位
の
人
々
で
あ
り
、
且
つ
大
衆
中
に
於
て
も
相
等
上
位
に
あ
っ
た
と
と
は
『
た
う
と
か
り

し
の
』
文
で
切
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
五
人
は
固
頓
長
を
中
心
と
し
て
、
商
売
房
、
道
義
房
、
宜
智
AM．
或
は
固
頓
民
と
失
第
す
ぺ
き
で

あ
ら
う
。
叉
日
記
等
の
内
今
の
交
の
外
に
そ
の
名
の
見
ゆ
る
は
道
義
民
と
周
智
房
と
で
あ
る
。



先
づ
道
義
房
に
就
て
は
文
永
六
年
の
者
無
長
釣
に
依
れ
ば
、
指
一
議
口
一
男
の
事
と
叙
し
て

此
人
の
兄
道
義
房
義
備
に
此
人
向
っ
て
、
無
間
地
獄
に
墜
ワ
ペ
き
人
と
巾
し
て
る
り
し
が
、
臨
格
岡
山
ふ
棋
に
も
空
し
を
さ
沿
り
け
る
や

ら
ん
。
官

ム
｝
あ
る
に
依
れ
ば
‘
道
義
房
と
は
揖
品
一
官
房
と
い
ふ
如
く
、
或
は
清
舟
塔
中
の
坊
名
か
も
知
れ
ぬ
。
即
ち
清
澄
の
岩
村
執
事
は
曾
で
十
二
坊

あ
り
と
い
ひ
、
大
衆
中
に
は
『
房
々
の
法
師
等
』
↑
一
一
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
或
は
題
稿
で
字
を
義
尚
と
い
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
と
の
話
義

長
は
熱
心
の
念
伸
者
で
あ
っ
た
ら
う
と
と
は
、
左
記
の
雨
者
共
に
無
間
地
獄
と
い
ひ
、
若
し
身
延
文
庫
の
日
抽
出
聖
人
仰
之
趣
に
は

良
あ
て
導
善
御
房
聖
人
を
つ
く
ん
＼
と
御
覧
あ
て
被
L

仰
け
る
は
、
道
義
御
房
の
念
伸
し
無
聞
の
業
敗
。
道
義
御
房
は
清
澄
寺
の
近
所
也

清
澄
寺
は
旦
よ
り
七
里
へ
た
て
ぬ
る
底
也
。
ヰ
寸
へ
登
て
同
十
年
が
問
、

一
日
に
念
伸
一
高
返
‘
阿
繭
陀
経
百
巻
づ
よ
誠
一
式
ふ
也
。
此
の

人
を
生
身
の
摘
陀
の
如
く
に
人
貴
み
し
也
。

聖
一
人
仰
云
、
道
義
御
長
は
百
品
川
六
の
地
獄
の
中
に
は
無
間
地
獄
の
民
に
落
ち
給
ふ
べ
き
な
り
、
共
故
は
一
人
勝
て
無
聞
の
業
た
る
念
伸

被
ι
申
故
也
。

ム
」
御
振
舞
紗
で
は
清
澄
の
人
の
様
で
る
る
が
、
今
の
文
に
依
れ
ば
清
澄
へ
七
里
の
所
に
屑
た
と
あ
る
が
、
果
し
て
何
底
か
不
明
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
普
無
長
紗
に
は
明
に
『
此
一
人
の
兄
』
と
あ
る
か
ら
誼
善
の
法
兄
な
る
と
と
は
明
で
あ
る
。
（
砕
蒙
二
ニ

or－
－
」
然
る
に
一
設
に

清
澄
寺
の
情
、
御
文
に
兄
と
は
肉
兄
た
り
や
‘
法
兄
・
な
り
や
詳
在
ら
ヂ
。
〈
聖
典
大
都
林
恒
例
）

ム
」
述
べ
て
居
る
が
恐
ら
く
肉
兄
で
は
な
か
ら
う
。
併
し
宗
祖
の
法
伯
父
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
が
そ
の
他
は
全
く
不
明
で
る
る
。

J¥ 
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園
智
房
、
観
智
房
、
責
戚
房

若
し
闘
智
房
に
就
て
は
．
大
衆
中
、
御
振
舞
齢
、
報
恩
妙
、
四
信
五
品
紗
等
に
見
え
、
御
振
舞
紗
に
依
れ
ば

同
智
百
加
は
清
涼
の
大
堂
に
し
て
、
三
筒
年
が
間
一
字
三
体
の
法
華
経
を
か
き
た
て
‘
ま
つ
り
で
、
十
容
を
そ
ら
に
を
ぽ
へ
、
五
十
年
が
問

一
日
一
夜
に
二
部
つ
ど
よ
ま
れ
し
ぞ
か
し
‘
か
れ
を
ぽ
皆
人
は
伸
に
な
る
べ
し
と
云
々
。
一
哨

と
国
智
に
就
て
述
べ
て
居
る
が
、
且
く
三
の
事
賓
が
観
取
さ
れ
る
。

と
と
。
こ
に
五
十
年
間
二
部
宛
の
法
華
主
讃
諦
せ
り
と
い
へ
ぽ
、
御
振
舞
紗
が
建
治
二
年
作
で
あ
る
か
ら
、
時
に
宗
祖
は
五
十
歳
、
固
智

一
し
に
固
智
は
未
だ
霊
化
に
陣
せ
・
さ
る
も
‘
法
華
讃
諦
を
日
課
と
せ
る

民
は
七
十
歳
以
上
の
老
齢
た
り
し
と
と
。
三
に
右
法
華
笥
諦
の
日
課
は
清
澄
山
が
台
痛
を
詮
し
得
る
と
と
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
第
一
僚
に
就
て
は
、
御
振
舞
紗
に
『
道
義
百
万
と
周
智
房
と
は
無
間
地
獄
の
底
に
沿
っ
ぺ

L
』
一
咽
と
あ
り
‘
叉
四
信
五
品
紗
に

は
明
心
と
岡
智
と
は
現
に
白
癒
を
得
、
乃
至
罰
を
以
て
悪
を
推
す
る
に
‘
我
門
人
等
は
幅
過
十
蹴
疑
無
き
者
也

o
E

と
無
問
、
白
摘
の
罰
と
記
せ
る
は
‘
周
知
刊
は
詩
法
者
で
格
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
相
等
患
者
で
弟
子
に
観
智
一
房
の
る
っ
た
と
と
は

大
衆
中
に

国
知
日
長
の
御
弟
子
に
翻
h

官
房
の
持
ち
て
候
な
る
。
宗
要
集
か
し
た
び
候
へ
。
そ
れ
の
み
な
ら
歩
、
ふ
み
の
候
・
聞
も
人
々
巾
し
候
し
也
。

早
々
に
返
す
べ
き
山
中
さ
せ
給
へ

o
E

の
文
に
依
て
知
る
と
と
が
出
来
る
。
叉
観
智
房
も
固
智
の
弟
子
で
建
治
二
年
頃
或
は
身
延
に
m
m
曲
学
し
た
清
澄
の
青
年
備
の
一
人
で
あ
っ
た

と
い
ふ
外
知
る
由
は
な
い
。
併
し
乍
ら
遺
文
中
常
に
周
知
H

と
引
A
ロ
に
出
さ
る
は
賓
成
（
城
〉
房
で
あ
る
。
即
ち
報
恩
紗
に
は

提
婆
．
豊
伽
利
に
こ
と
な
ら
ぬ
国
智
、
賞
味
が
上
と
下
と
に
居
て

hdzせ
し
を
‘
あ
な
が
ち
に
K
M

そ
れ
で
、
い
と
を
し
と
沿
も
う
と
し



と
ろ
の
弟
子
等
を
だ
に
も
‘
す
て
ら
れ
し
人
な
れ
ば
ハ
道
善
）
後
生
も
い
か
ん
が
と
疑
ふ
。
但
一
の
冥
加
に
は
景
信
と
固
智
、
宮
城
と

が
さ
き
に
ゆ
き
し
と
そ
．

一
つ
の
た
す
か
り
と
は
を
も
へ

E
も
．
彼
等
は
法
華
経
の
十
羅
剰
の
、
せ
め
を
か
ほ
り
で
は
や
く
失
せ
ぬ
。
む

左
右
の
交
に
依
れ
ば
周
智
、
宮
城
は
北
ハ
に
遺
品
品
目
の
法
兄
弟
で
、
国
智
、
道
善
、
宜
城
と
次
第
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
且
つ
二
人
は
常
に
趨
善

民
の
師
正
を
防
げ
た
が
、
道
善
房
以
前
に
死
去
し
た
様
で
あ
る
。
と
れ
を
宗
組
は
詩
法
に
依
る
早
世
と
断
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
就
中
国

知
H
一
は
消
法
寺
大
衆
中
、
御
振
舞
帥
断
、
報
思
妙
、
四
信
五
品
紗
に
都
合
間
同
一
説
法
の
代
表
と
し
て
引
合
に
出
さ
れ
た
と
と
は
、
清
澄
大
衆
中

随
一
の
誘
法
者
で
あ
っ
た
と
背
か
れ
る
。
啓
蒙
所
引
の
古
紗
に

国
知
刊
か
質
成
の
二
人
の
聞
に
一
入
、
聖
人
の
虚
空
戴
堂
の
前
に
て
御
説
法
あ
り
し
に
、
御
顔
を
つ
く
ん
＼
と
見
て
、
『
誰
か
と
思
ひ
た
れ

ば
薬
王
丸
に
で
あ
り
け
る
よ
』
と
蔑
り
奉
り
し
事
と
れ
あ
り
と
巾
侍
へ
た
り
。
〈
一
五
・

2
）

と
あ
る
は
、
上
掲
諸
文
の
意
よ
り
の
想
像
で
る
ら
う
が
、
矢
張
諮
法
随
一
の
意
が
窺
は
れ
る
。

九

明
必
房
、
園
頓
房
、
西
莞
房
、
責
智
房

明
心
房
は
岡
智
と
共
に
問
信
託
口
問
釣
に
、
諦
法
の
罰
に
依
て
向
痛
に
躍
っ
た
と
あ
る
が
、
者
し
同
鈴
の
啓
蒙
に
は

明
心
等
と
は
周
智
は
清
清
の
併
・
な
る
事
、
上
に
も
見
た
り
。
明
心
、
遺
阿
捕
事
も
定
て
清
澄
の
者
な
る
ペ
し
。
更
検
（
一
一
七
、
一
r
J

ム｝・
h
．n間
釣
に

明
心
輿
＝
周
智
－
現
得
一
一
円
癒
二
道
阿
蝿
成
＝
無
眼
者
↓

0
5

と
る
る
に
依
て
道
阿
粛
を
清
澄
大
衆
と
訟
す
は
不
可
で
あ
る
。
今
は
誘
法
者
の
類
を
集
め
た
の
で
、
清
澄
大
衆
を
懇
げ
た
の
で
は
な
い
。

清

澄

寺

大

衆

考

ご
九
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御
振
舞
紗
佐
一
可
は
別
で
あ
る
。
い
ふ
起
も
な
く
遣
問
調
は
法
然
の
法
孫
請
敬
の
事
で
、
忠
岡
房
叡
隼
の
弘
長
中
関
東
位
置
詑
に
は

新
善
光
寺
別
閥
、
道
敬
念
僻
者
主
領
云
々
、
封
商
の
詰
め
近
遵
に
寄
稿
し
便
宜
を
伺
ふ
一
広
々
。

と
あ
り
、
又
兵
衛
士
山
殿
御
抵
事
に
『
名
越
の
一
門
の
善
光
寺
云
々
』
（
縮
情
光
作
レ
畳
〉
一
一
心
と
あ
る
は
恐
ら
〈
と
れ
で
あ
っ
て
、
道
救
は
合

時
然
阿
良
忠
と
並
び
m
併
せ
ら
れ
た
、
法
然
房
の
法
孫
た
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
随
っ
て
清
澄
の
大
衆
と
見
る
は
設
で
あ
る
。

此
の
外
御
振
舞
砂
に
依
れ
ば
国
頓
房
．
同
莞
房
、
貫
智
房
の
三
人
も
見
え
る
が
、
是
等
三
人
は
他
所
に
そ
の
名
も
見
え
や
、
唯
御
振
舞

紗
に
『
い
の
も
り
の
国
頓
房
』
『
清
澄
の
西
尭
房
』
『
か
た
う
み
の
宜
智
房
』
と
あ
り
共
に
『
た
う
と
か
り
し
伶
ぞ
か
し
』
の
み
で
、
そ
の

他
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
唯
間
頓
房
に
就
て
は
健
砂
に

共
の
比
井
の
林
（
森
？
）
の
国
俳
（
頓
？
）
坊
と
申
す
人
有
り
。
是
は
大
聖
人
の
御
霊
障
の
御
時
の
後
見
也
。
（
七
、
穴
式
〉

と
い
ふ
の
は
、
報
恩
紗
に
惜
却
益
口
房
に
就
て
『
周
知
刊
と
宜
城
と
が
上
と
下
と
に
居
て
K
M

と
せ
し
』
と
い
ふ
に
徴
す
れ
ば
‘
国
頓
闘
智
が
同
系

と
す
れ
ば
固
智
は
遁
普
房
の
法
兄
又
は
目
上
に
依
す
る
故
に
、
宗
祖
幼
時
の
後
見
と
も
い
は
れ
る
。
若
し
『
い
の
も
り
』
に
就
て
は
宗
祖

開
宗
の
遺
跡
を
遺
文
に
は
『
嵩
か
森
』
一
己
目
と
い
へ
ば
‘
山
中
の
地
名
と
も
思
は
れ
る
が
、
問
書
房
を
清
泣
と
い
へ
ぽ
恐
ら
く
‘
そ
の
附
近

の
一
地
名
と
解
す
る
外
な
い
若
し
阿
尭
房
は
山
中
の
一
民
主
、
叉
は
清
澄
寺
の
役
俗
で
あ
り
、
活
義
民
よ
り
上
役
又
は
法
兄
で
あ
ら
う
。

更
に
『
か
た
う
み
』
の
質
智
房
で
あ
る
が
、
と
の
か
た
う
み
に
就
て
は
、
善
無
長
紗
に
は

日
蓮
は
（
女
房
の
園
東
僚
片
海
の
‘
石
中
の
賎
民
が
子
な
り
。
一
い
阿

と
遊
さ
れ
‘
叉
新
尼
御
前
御
返
事
に
は

か
た
う
み
、
い
ち
か
は
‘
と
み
な
と
の
磯
の
ほ
と
り
に
て
、
昔
見
し
あ
ま
の
り
な
り
。
ぉ

ム
」
遊
ば
さ
れ
た
に
依
れ
ば
‘
此
の
後
の
片
海
、
市
河
、
小
湊
の
三
地
名
で
あ
る
か
、
と
れ
に
依
っ
て
片
海
と
は
一
方
は
海
に
面
し
た
漁
村



の
意
と
解
す
れ
ば
、
梅
漣
の
市
河
小
祷
の
意
で
あ
る
。
即
ち
市
河
は
天
津
の
東
南
に
位
し
大
村
で
、
明
鷹
七
年
七
月
海
晴
の
た
め
に
大
字

は
海
に
波
落
し
．
後
天
保
年
中
内
浦
と
小
浦
を
合
し
て
湊
村
と
い
ひ
、
小
誌
を
以
て
『
東
僚
片
梅
』
と
い
ふ
よ
り
見
れ
ば
．
市
河
、
小
湊

等
東
鎌
一
体
が
一
方
海
に
面
し
た
漁
村
で
あ
る
よ
り
、
東
依
一
体
を
片
海
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
随
っ
て
質
智
房
は
天
津
謹
に
居
っ
た

清
澄
関
係
の
人
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
そ
の
他
に
就
て
は
全
く
明
か
で
た
い
。

十

伊
勢
公
ノ
御
房

そ
の
他
の
諸
備
に
就
て
は
清
澄
寺
大
衆
中
に
依
れ
ば

抑
も
参
詣
を
企
て
候
は
k
．
伊
勢
公
の
御
房
に
十
位
心
論
、
秘
蹴
賓
錦
、
二
敬
論
等
の
民
言
の
疏
を
併
用
候
へ
‘
如
レ
是
は
真
言
師
蜂
起

の
故
に
之
を
申
す
。
叉
止
観
の
第
一
第
二
随
身
候
へ
、
東
春
輔
正
記
た
ん

E
や
候
ら
ん
。
固
智
長
の
御
弟
子
観
智
房
の
持
ち
て
候
な
る

宗
要
集
か
し
た
び
候
へ
、
そ
れ
の
み
た
ら
や
文
の
候
由
も
、
人
K

申
し
候
し
也
。
早
K

に
返
す
べ
き
の
よ
し
巾
さ
せ
給
へ
。
長

と
あ
る
が
．
本
書
は
建
治
三
年
の
正
月
十
一
日
、
佐
渡
公
日
向
に
托
し
て
清
殻
寺
大
衆
に
典
へ
ら
れ
た
と
と
は

と
の
ふ
み
は
さ
ど
（
佐
渡
）
殿
と
‘
す
け
〈
助
）
の
あ
ま
り
御
房
と
、
虚
空
臓
の
御
前
に
し
て
、
大
衆
ご
と
に
よ
み
き
か
せ
給
へ
ぷ
眠

と
あ
っ
て
、
営
時
民
言
宗
蜂
起
と
聞
い
て
い
よ
／
‘
、
、
‘
僻
法
の
邪
正
を
札
す
た
め
に
‘
樫
疏
を
集
め
法
華
の
正
法
た
る
所
以
を
力
説
し
、
清

澄
の
大
衆
を
引
揺
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
前
引
の
文
に
就
て
弐
の
三
項
が
気
附
か
れ
る
。

一
、
営
時
身
延
と
清
澄
と
常
に
往
復
あ
り
し
と
と
。

告号

澄

寺

大

衆

考



締

澄

中
古
す

大

衆

考

ご
、
民
言
破
の
た
め
身
延
山
に
書
物
蒐
集
中
た
り
し
と
と
。

ミ
蒐
集
の
書
名
に
依
て
品
川
置
の
台
皆
た
る
と
と
を
詮
し
得
る
と
と
。

若
し
清
澄
寺
に
就
て
は
‘

一
昨
年
の
本
誌
の
清
澄
・
寺
草
創
考
に
譲
っ
て
、
此
の
中
伊
聾
公
の
御
回
却
に
就
て
は
、
健
制
貯
に
は
『
伊
勢
公
と
・
五

人
も
清
澄
の
人
』
（
二
三
、
き
〉
と
あ
る
が
．
既
に
御
umξ
敬
稿
あ
る
に
依
て
相
等
の
地
位
の
人
と
思
は
れ
る
。
叉
公
の
字
を
則
ゐ
る
点
か

ら
す
れ
ば
可
成
の
長
老
で
あ
ら
う
。

＋一

助
ノ
阿
闇
梨

助
の
阿
闇
梨
に
就
て
は
大
衆
中
の
末
文
に
も
見
へ
し
如
く
・
佐
渡
殿
と
共
に
清
澄
寺
大
衆
中
の
讃
み
乎
と
し
た
点
か
ら
見
て
、
相
等
以

前
よ
り
宗
祖
に
師
し
た
人
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
新
尼
御
前
御
返
事
に
、
大
厄
御
前
に
本
隼
を
授
興
し
能
は
さ
る
所
以
を
緯
設
し
て

尼
御
前
我
身
の
と
が
を
し
ら
せ
給
は
守
し
て
、
う
ら
み
さ
せ
給
は
ん
歩
ら
ん
。
此
・
闘
を
ば
委
細
に
助
の
阿
闇
梨
の
交
に
か
き
て
候
ぞ
、

召
し
て
尼
御
前
の
見
参
に
入
れ
さ
せ
給
ふ
ぺ
く
候
。
．
む

と
れ
に
就
て
健
砂
が
『
佐
渡
の
助
あ
ざ
り
御
差
（
三
一
．

3
と
読
ん
だ
の
は
‘
佐
渡
公
日
向
を
逸
「
し
た
が
た
め
で
、
助
の
阿
闇
梨
を
佑

渡
の
人
と
し
た
の
は
誤
で
あ
る
。
随
っ
て
以
下
に

仰
云
、
是
は
佐
渡
よ
り
助
の
あ
ざ
り
と
一
E
人
を
使
と
し
て
、
安
房
副
清
控
寺
へ
誼
は
し
一
点
ふ
也
。
清
澄
寺
は
大
裂
の
御
そ
だ
ち
あ
る
蕗

た
れ
ば
‘
品
目
危
れ
ま
い
ら
せ
た
る
人
K

を
敬
化
有
ん
詩
也
。
〈
一
二
三

A
J

と
る
る
は
い
よ
／
＼
誤
で
あ
る
が
‘
そ
れ
は
古
本
が
『
佐
渡
助
の
阿
闇
梨
云
々
』
と
な
っ
て
居
る
に
依
て
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば



啓
蒙
に
は
『
健
脚
義
不
し
可
L

然
欺
』
と
辿
ペ
更
に

千
賀
日
意
の
首
警
に
は
、
此
警
は
日
向
型
人
へ
賜
り
。
清
澄
に
て
讃
ま
し
め
玉
へ
り
。
、
御
正
筆
は
身
延
へ
納
め
ら
る
L
也
。
佐
渡
阿
問

梨
を
指
せ
る
回
日
著
明
な
る
敗
。
（
三
四
、
問
問
）

と
あ
る
が
、
朝
師
本
と
千
賀
本
に
は
『
さ
ど
肢
と
す
け
の
あ
ざ
り
』
と
あ
る
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。
若
し
進
ん
で
日
向
聖
人
と
助
阿
閤
梨
と

の
闘
係
に
就
て
は
、

一
設
に
依
れ
ば

若
し
こ
れ
を
日
蓮
聖
人
の
直
弟
と
す
れ
は
、
佐
渡
公
等
の
老
備
に
先
ん
じ
て
、
阿
閤
梨
披
を
有
す
る
程
の
人
た
ら
ん
に
は
、
宗
紀
に
何

等
か
の
侍
も
あ
る
べ
き
に
な
き
と
こ
ろ
よ
り
見
れ
ば
、
清
澄
寺
に
し
て
法
臨
古
川
き
人
の
日
蓮
聖
人
の
弟
子
分
と
し
て
、
弟
子
に
準
じ
て

鷹
分
の
御
助
力
b
L
－
な
し
た
る
人
な
り
し
・
な
ら
ん
。
（
聖
典
大
酔
林
む
「
）

と
述
べ
て
居
る
が
、
宗
祖
の
阿
闇
梨
披
を
用
ゐ
た
る
に
就
て
は
、
勿
論
何
等
か
の
標
準
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
左
程
厳
密
の
意
味
で
な
く
、

時
に
依
り
、
人
に
依
て
公
と
い
ひ
、
殿
と
呼
び
、
阿
閤
梨
と
稀
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
排
股
日
昭
に
は
殿
と
阿
閣
梨
と
を
問
ゐ
．
日
向
に

は
公
を
朋
ゐ
た
如
く
‘
就
中
拙
寺
珍
蔵
の
耕
殿
御
消
息
の
宛
名
に
は

耕
蹴
．
大
進
阿
閣
御
房
、
。
三
位
殿

o
t

と
あ
り
。
父
光
日
房
御
堂
日
に
は
『
三
位
房
．
佐
渡
公
立
同
等
あ
る
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。
即
ち
大
准
阿
問
（
梨
）
御
房
と
あ
る
も
．
大
進

は
耕
地
以
上
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
常
時
真
言
の
濯
頂
を
受
け
し
人
を
、
阿
閣
梨
と
綿
し
た
例
に
準
じ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

敦
れ
に
し
て
も
大
厄
御
前
に
本
等
技
興
せ
ざ
る
理
由
を
、
代
排
せ
し
め
た
点
か
ら
し
て
相
等
の
曲
学
識
あ
っ
た
人
で
あ
り
・
且
つ
日
向
拍
車

人
と
同
じ
く
房
総
方
面
の
出
身
で
、
大
尼
新
尼
等
に
有
縁
の
人
か
と
忠
は
れ
る
。

消

明者ー

品
寸

大

衆

ヨヨ与，， 



清

澄

寺

大

衆

考

問

十

明
慧
房

或
設
に
依
れ
ば
明
書
房
と
は
他
師
で
、
光
日
房
御
書
等
に
出
づ
と
な
し
、

日
本
華
巌
宗
の
碩
徳
、
議
は
高
耕
、
乃
至
貞
鷹
元
年
正
月
十
五
日
門
下
を
誠
め
十
九
日
寂
す
。
寄
六
十
、
臨
凶
十
六
、
著
作
擢
邪
輪
、

推
邪
輪
荘
厳
記
等
合
し
て
七
十
余
巻
あ
り
。
〈
聖
典
大
酔
林
一
一
司
〉

と
越
ぺ
、
即
ち
華
最
高
僧
有
名
・
な
る
栂
尾
の
明
慧
聖
人
を
以
て
、
光
日
勤
等
に
見
ゆ
る
明
慧
房
と
し
て
居
る
が
、
光
日
紗
に
は

念
伸
者
と
持
買
と
真
言
師
と
一
切
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
さ
ざ
ら
ん
者
を
ば
、
い
か
に
法
華
粧
を
よ
む
と
も
、
法
華
経
の
か
た
き
と
し

ろ
し
め
す
べ
し
o
か
た
き
を
し
ら
ぬ
は
か
た
き
に
た
ぼ
ら
か
さ
れ
候
ぞ
、
あ
は
れ
あ
は
れ
け
さ
ん
（
見
参
）
に
入
り
て
、
く
は
し
く
巾

し
候
は
ど
や
。
叉
乙
れ
よ
り
そ
れ
へ
わ
た
り
候
三
位
房
、
佐
渡
公
等
に
た
び
台
こ
と
に
、
と
の
ふ
み
を
よ
ま
せ
て
、
き
と
し
め
す
べ
し
。

叉
と
の
御
文
を
ば
明
慧
房
に
あ
づ
け
さ
せ
給
ふ
ペ
し
。
な
に
と
な
く
我
智
慧
た
ら
ぬ
者
が
、
或
は
を
と
っ
き
、
或
は
此
文
を
さ
い
か
く

（
才
莞
）
と
し
て
そ
し
り
候
な
り
。
或
は
よ
も
此
房
は
弘
法
大
師
に
は
ま
さ
ら
じ
。
よ
も
慈
莞
大
師
に
は
と
へ
じ
た
ん
ど
人
く
ら
ぺ
を
し

候
ぞ
。
か
く
巾
す
人
を
ぱ
も
の
知
ら
ぬ
者
と
た
ぼ
す
べ
し
。
－

J

調

と
あ
る
が
‘
本
文
は
醤
鎌
内
二
十
三
の
七
紙
、
阿
鋪
陀
堂
法
邸
一
航
雨
紗
の
末
文
で
、
小
川
泰
堂
翁
に
依
て
日
光
紗
の
断
片
と
確
定
（
遺
文

二
O
、
2
〉
さ
れ
た
分
で
あ
る
。

右
の
文
意
か
ら
見
れ
ば
明
慧
房
と
は
、
H

と
う
考
へ
て
d
h

栂
尾
の
明
慧
上
人
で
は
な
い
様
で
あ
る
。
芳
し
砕
蒙
に
依
れ
ぽ

か
く
巾
・
人
を
ぱ
等
と
は
、
或
は
御
房
よ
り
下
に
か
け
て
見
る
べ
し
。
初
の
こ
の
或
の
字
は
明
慧
房
に
預
け
よ
ま
し
め
五
ふ
、
一
泊
理
を
宜



玉
ふ
ま
で
な
る
べ
し
。
（
三

O
匂）

と
あ
る
如
く
、
明
慧
房
に
預
け
る
根
本
の
理
由
と
し
て
『
智
慧
た
ら
ぬ
者
』
を
出
し
・
そ
の
者
の
所
得
と
し
て

っ
た
と
っ
き
即
ち
明
笑
し

二
、
さ
い
か
く
し
て
々
し
る

ム
｝
の
ご
つ
の
理
由
を
つ
ら
ね
、
更
に
そ
の
ゐ
と
っ
き
、
そ
し
る
内
容
を
越
ぺ
て
『
或
は
よ
も
此
御
房
は
弘
法
犬
師
に
は
ま
さ
ら
じ
、
慈
畳

大
師
に
は
と
へ
じ
』
と
、
か
や
う
に
い
ふ
人
を
も
の
を
知
ら
ぬ
も
の
と
思
ふ
が
よ
い
と
、
斯
様
の
有
様
で
あ
る
か
ら
三
位
百
万
．
佐
渡
公
に

度
K

讃
ま
す
が
よ
い
、
自
分
等
が
勝
手
に
讃
ん
で
誤
つ
て
は
・
な
ら
な
い
か
ら
、
明
慧
房
に
頂
け
て
置
く
が
よ
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
或
説
の
如
く
明
慧
房
は
栂
尾
の
明
慧
聖
人
で
な
い
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
寓
一
さ
ろ
だ
と
し
て
も
、
宗
祖
御
降
誕
の
貞
態
元
年

に
六
十
歳
で
寂
し
た
人
に
預
け
ら
れ
様
筈
が
た
い
。
故
に
と
れ
は
‘
次
の
交
に
『
弘
法
大
師
に
は
ま
さ
ら
じ
、
慈
莞
大
師
に
は
と
え
じ
』

と
あ
る
よ
り
、
明
慧
房
を
単
に
明
慧
の
字
に
依
て
明
慧
聖
人
と
誤
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
故
に
今
の
明
慧
房
と
は
房
州
方
両
に
居
っ
た
宗
祖

の
弟
子
で
、
或
は
宗
祖
の
叔
母
と
い
は
る
h
、
光
日
房
と
親
し
き
開
係
に
あ
る
人
で
L
も
あ
ら
う
。

十

肥
前
公

最
後
に
肥
前
公
で
あ
る
が
、
と
れ
は
前
越
の
如
く
令
一
理
一
文
庫
の
寂
澄
手
津
本
の
『
司

E
q
芦－

q
口
博
』
敢
に
『
九
字
秘
糟
』
の
奥
書

に
見
ゆ
る
所
で
あ
る
が
、
前
者
に
は

建
長
五
年
実
丑
九
月
廿
日
午
時
書
了
‘
於
打
黒
口
筆
師
肥
前
公
、
雄
無
極
悪
筆
筒
＝
働
法
興
隆
法
界
衆
生
一
也
。
法
鍵
廿
六
才
也
。
今
寂
泣

清

i夜

寺

大

衆

司笹．， 

五



精

澄

寺

大

衆

考

六

と
あ
り
．
後
者
に
は

建
長
六
年
甲
寅
九
月
三
日
未
時
了
・
清
澄
山
住
人
肥
前
公
日
手
生
年
廿
七
才
・
震
働
法
興
隆
法
界
衆
生
成
伸
得
道
也
。

と
あ
る
が
‘
此
の
肥
前
会
法
鍵
又
は
日
現
と
は
果
し
て
何
人
た
る
や
と
い
ふ
に
、
甲
斐
園
小
室
妙
法
寺
開
山
中
老
の
肥
前
阿
閤
梨
日
体
が

肥
前
公
と
呼
ぶ
様
で
あ
る
。
別
頭
統
紀
十
一
に
は
多
年
宗
祖
の
民
言
亡
園
の
批
判
を
聞
き
‘
偶
宗
祖
身
延
に
退
減
せ
る
を
聞
き
、
と
れ
を

毒
せ
ん
と
し
て
果
さ
や
J

・
た
め
に
弟
子
と
・
た
る
と
い
ひ
。
妙
法
寺
縁
起
に
は
宗
組
入
延
後
日
朗
日
興
同
伴
甲
斐
遊
化
の
折
、
恵
頂
阿
開
梨

善
智
法
師
宗
祖
と
角
法
し
て
、
大
石
を
宙
に
上
げ
し
も
下
す
能
は
や
し
て
弟
子
と
怠
る
と
偉
ふ
る
が
‘
統
紀
に
は
乾
元
元
年
寂
と
い
ひ
、

品
寸
俸
に
は
六
十
七
歳
寂
と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
乾
元
元
年
月
十
七
歳
寂
と
見
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
寓
一
普
智
法
師
が
肥
前
阿
開
梨
と
別
人

と
す
れ
ば
い
ざ
知
ら
や
、
若
し
同
人
と
す
れ
ば
永
仁
六
年
の
日
興
の
本
隼
分
興
帳
に

甲
斐
園
大
井
入
道
殿
孫
肥
前
房
者
寂
日
房
弟
子
也
、
初
日
興
申
＝
奥
之
二
但
今
背
了
。
（
宗
接
金
書
、
興
門
集
。
～
二
〉

と
あ
る
が
肥
前
公
と
い
ふ
は
古
来
小
室
謹
一
体
大
井
庄
と
い
ひ
‘
地
頭
大
井
庄
司
入
道
も
寂
日
房
の
弟
子
左
る
点
か
ら
見
て
、
小
室
の
開

山
肥
前
長
が
或
は
建
長
五
六
年
の
交
真
言
研
究
の
た
め
清
澄
に
遊
撃
し
た
と
す
れ
ば
．
肥
前
回
却
は
恰
か
も
宗
祖
開
宗
の
頃
清
澄
の
大
衆
で

あ
っ
た
と
と
に
た
る
。
若
し
此
の
推
測
に
し
て
誤
な
し
と
す
れ
ば
建
長
五
年
の
秋
は
法
鍵
と
い
ふ
真
言
師
で
あ
っ
た
が
．
期
預
年
は
早
〈
宗

組
に
師
し
て
日
手
と
稽
し
た
の
で
は
左
か
ら
う
か
。
若
し
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
日
手
は
、
後
甲
斐
に
障
り
故
郷
大
井
の
庄
に
一
民
言
寺

を
創
し
た
が
、
文
永
十
一
年
夏
宗
祖
の
身
延
入
山
を
聞
き
、
身
延
に
宗
祖
を
訪
ひ
弟
子
と
左
っ
た
の
か
、
又
は
大
井
庄
よ
り
六
老
の
一
人

た
る
日
興
出
で
た
る
縁
に
依
て
‘
宗
祖
に
師
し
肥
前
公
日
侍
と
名
を
賜
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
と
れ
に
就
て
は
宗
祖
身
延
御
入
山
後

果
し
て
弘
安
元
年
の
妙
法
厄
御
返
事
に

此
深
山
に
居
住
し
て
門
一
町
を
出
で
や
、
既
に
五
ヶ
年
に
及
べ
り
。
↑
H



と
あ
り
‘
叉
同
四
年
の
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
に

去
文
永
十
一
年
六
月
十
七
日
、
と
の
山
に
入
候
て
、
今
年
十
二
月
八
日
ま
で
、
此
山
を
出
づ
る
事
一
歩
も
候
は
歩
。
誌

と
あ
る
如
く
、

一
歩
も
山
を
た
出
で
遊
ば
さ
れ
ぬ
と
す
れ
ば
‘
入
山
営
年
の
甲
斐
遊
化
に
問
題
が
あ
り
・
小
出
血
山
の
縁
起
に
も
疑
問
が
あ

る
と
と
に
な
る
。
是
等
の
点
は
更
に
充
分
の
研
究
を
要
す
る
が
、
肥
前
房
が
果
し
て
日
侍
な
り
と
す
れ
ば
、
清
澄
以
来
の
闘
係
に
一
一
脈
の

自
然
性
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。

清
澄
の
大
衆
は
道
韮
同
居
並
に
宗
租
を
中
心
と
し
て
、
組
ぽ
上
越
の
十
八
名
で
る
る
が
‘
是
等
の
中
師
弟
闘
係
の
判
然
し
て
居
る
の
は
、

道
普
房
と
宗
祖
、
固
智
百
万
と
観
管
長
位
で
‘
浮
顕
、
義
浮
も
遺
善
房
の
弟
子
と
見
て
大
過
た
か
ら
う
が
他
は
判
然
し
た
い
。
法
兄
弟
闘
係

と
し
て
は
道
義
房
、
遺
善
房
、
及
び
固
智
房
、
道
普
房
、
賓
城
房
と
義
一
房
、
慈
義
国
初
等
に
就
て
は
想
像
し
得
る
が
他
は
全
く
知
る
由
も

た
い
。
今
従
来
の
記
越
に
依
り
且
ら
く
師
弟
、
法
兄
弟
等
の
闘
係
を
中
心
と
し
て
、
上
越
二
十
名
の
親
疎
の
闘
係
を
圃
表
し
て
見
る
な
ら

ぽ
共
の
別
表
の
如
く
で
あ
る

斯
の
如
く
清
澄
寺
大
衆
考
は
‘
費
料
が
乏
し
い
の
で
非
常
に
研
究
が
困
難
で
あ
り
、
随
っ
て
正
確
た
る
断
案
は
下
し
得
ぬ
が
、
宗
組
と

清
澄
大
衆
と
の
関
係
が
一
分
な
り
と
も
．
明
か
に
し
得
た
と
す
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
本
稿
は
棲
榊
二
十
競
の
清
澄
寺
創
草
考
、
並
に
法
華

二
十
四
巻
第
七
、
八
蹴
の
奮
師
道
善
御
房
と
姉
妹
闘
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
向
ほ
摘
筆
に
臨
ん
で
清
澄
山
、
金
津
文
庫
、
身
延
文
庫

に
は
何
等
か
文
献
上
の
闘
係
の
あ
る
と
と
在
感
や
る
も
の
で
あ
る
。
〈
昭
和
一
二
、
九
、
二
四
）
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